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絆で創る、魅力あふれる豊かな町づくり
みんなで早寝、早起き、ラジオ体操、朝ごはん！　

今月の表紙｜ 20歳になられた皆さん、おめでとうございます！

人口｜合計
8,442 人 ( 前月比 : + 7 )

人口｜男
4,164 人 ( 前月比： + 2)

人口｜女
4,278 人（前月比： + 5 ）

世帯数｜合計
5,170 世帯 ( 前月比： + 5 ）

まちの人口と世帯
住民基本台帳 令和 4 年 12 月末 もくじ  ―information―

02  |「瀬戸内町 20 歳の祝い」「国史跡指定答申」
06  | ２月のお知らせ「観光物産展 in 尼崎」
　　 「所得申告が始まります」ほか
22  | まちのできごと
　　 「消防出初式」「第 47 回町駅伝競走大会」ほか
26  | 古高だより
27  | 戸籍の窓
27  |  ２月休日当番医のお知らせ
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１
月
４
日
㈬
に
清
水
公

園
総
合
体
育
館
に
て
「
令

和
５
年
瀬
戸
内
町
20
歳
の

祝
い
（
は
た
ち
の
い
わ

い
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
対
象
は
平
成
14

年
４
月
２
日
～
平
成
15
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
皆
さ

ん
で
、
当
日
は
51
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
、
成
年
年
齢
が
20
歳
か

ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
20
歳
の
方
を
対
象

と
し
、「
成
人
式
」
か
ら

「
20
歳
の
祝
い
」
へ
名
称

を
変
更
し
て
初
め
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
町
内

の
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
教
室

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ 

Ｈ
Ｕ
Ｌ
Ａ 

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
の
皆
さ
ん

で
、
息
の
合
っ
た
ダ
ン
ス

で
式
典
に
花
を
添
え
ま
し

た
。

　

教
育
長
は
、
昨
年
の

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
の
日
本
代
表
サ
ム
ラ

イ
ブ
ル
ー
の
活
躍
を
挙
げ

「
柔
軟
性
、
主
体
性
、
継

続
性
と
い
っ
た
、
生
き
抜

く
力
が
必
要
で
あ
り
、
皆

さ
ん
の
今
後
ま
す
ま
す
の

精
進
を
期
待
し
ま
す
。」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
長
は
「
社
会
が
大
き

く
変
わ
り
始
め
る
中
で

も
、
常
に
目
標
を
持
ち
、

将
来
の
社
会
に
お
け
る
役

割
を
若
い
情
熱
を
込
め
て

た
く
ま
し
く
果
た
し
、
ふ

る
さ
と
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
人
材
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。」

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

在
郷
青
年
団
体
験
発
表

で
は
、
毎
年
25
歳
の
同
級

生
で
組
織
さ
れ
る
「
古
仁

屋
青
年
団
」
の
団
長
・
上

原
僚
介
さ
ん
と
副
団
長
・

三
島
早
耶
香
さ
ん
が
、
後

輩
た
ち
へ
激
励
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
５
年
後
の
私

へ
（
中
学
３
年
生
の
時
に

書
い
た
写
真
付
き
メ
ッ

セ
ー
ジ
）」
の
ス
ラ
イ
ド

瀬戸内町 20歳の祝い
令和 5年

シ
ョ
ー
に
加
え
、「
そ
し

て
今
」と
し
て
、ス
ク
リ
ー

ン
上
の
写
真
に
合
わ
せ
、

晴
れ
姿
の
皆
さ
ん
が
舞
台

上
に
順
番
に
登
場
し
、
個

性
豊
か
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
成

長
し
た
姿
に
拍
手
を
送
る

保
護
者
ら
に
、
笑
顔
で
手

を
振
り
応
え
て
い
ま
し

た
。

　

出
席
者
を
代
表
し
て
、

伊
藤
雄
大
さ
ん
と
米
田
瑠

佳
さ
ん
が
所
感
発
表
を
行

い
、
今
後
の
抱
負
や
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
20
歳
の

方
々
の
制
作
に
よ
る
初
の

「
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」
が

好
評
で
、
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
恩
師
の
温
か

い
眼
差
し
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
行
わ
れ
た
式
典
に

は
、
20
歳
の
皆
さ
ん
の
晴

れ
や
か
な
笑
顔
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。
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式典の様子はこちらから、
町公式 YouTube にてご覧いただけます
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ピアノ演奏を担当した

関
せき

　仁
ひと

美
み

さん

恩師代表挨拶
中辻　文宏先生

記念焼酎ボトルを受け取った

屋
おく

崎
ざき

　隼
しゅんさく

作さん

古仁屋高校生の
運営ボランティア

在郷青年団体験発表
5 年後の私へ、そして今
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米
よね

田
だ

　瑠
る

佳
か

さん

元々人を笑顔にすることが
好きで、自分の作ったもの
で人を笑顔にできる仕事に
就くことが決まり、嬉しく
思っています。今までたく
さんの人が私を笑顔にして
くれた分、少しでも社会に
恩返しできればと思います。

伊
い

藤
とう

　雄
ゆうだい

大さん

一人暮らしやアルバイトを
始め、親やまわりの人の偉大
さを改めて実感しました。今
日を迎えられたのは、家族や
地域の方、先生方、仲間のお
かげです。今後少しでも地域
社会に貢献できるよう、成長
していきたいと思います。

上
うえはら

原　僚
りょうすけ

介さん 三
み

島
しま

　早
さ

耶
や

香
か

さん
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瀬戸内町の 「奄美大島要塞跡」 が
国指定史跡の答申を受けました

　

国
の
文
化
審
議
会
は
、

令
和
４
年
12
月
16
日
㈮
に

開
催
さ
れ
た
、
同
審
議
会

文
化
財
分
科
会
の
審
議
・

議
決
を
経
て
、
本
町
に
所

在
す
る
「
奄
美
大
島
要
塞

跡
（
あ
ま
み
お
お
し
ま
よ

う
さ
い
あ
と
）」
を
国
の

史
跡
に
指
定
す
る
よ
う
、

文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し

ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
、
官

報
に
告
示
さ
れ
ま
す
と
、

「
奄
美
大
島
要
塞
跡
」
は

正
式
に
国
指
定
史
跡
と
な

る
予
定
で
す
。
正
式
決
定

さ
れ
ま
す
と
、
瀬
戸
内
町

で
は
初
の
国
指
定
史
跡
と

な
り
ま
す
。

　

今
回
、
国
の
史
跡
指
定

と
な
り
ま
す
遺
跡
は
、
奄

美
大
島
要
塞
跡
の
構
成
遺

跡
の
う
ち
、「
西
古
見
砲

台
跡
（
に
し
こ
み
ほ
う
だ

い
あ
と
）」、「
安
脚
場
砲

台
跡
（
あ
ん
き
ゃ
ば
ほ
う

だ
い
あ
と
）」、「
手
安
弾

薬
本
庫
跡
（
て
あ
ん
だ
ん

や
く
ほ
ん
こ
あ
と
）」
の

３
遺
跡
と
な
り
ま
す
。詳細は町ホームページにも掲載

していますので、ご覧ください。
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奄
美
大
島
要
塞
跡
は
、
奄

美
大
島
と
加
計
呂
麻
島
に
挟

ま
れ
た
大
島
海
峡
東
西
口
を

中
心
に
建
設
さ
れ
た
陸
軍
の

要
塞
跡
で
す
。
奄
美
大
島
要

塞
は
１
９
２
１
（
大
正
10
）

年
に
砲
台
建
設
が
開
始
さ

れ
、
世
界
情
勢
に
即
し
た
国

防
施
策
に
よ
り
、
断
続
的
に

建
設
が
継
続
さ
れ
ま
し
た
。

大
島
海
峡
防
備
の
た
め
築
か

れ
た
要
塞
は
、
そ
の
後
、
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
終
結
ま

で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

奄
美
大
島
要
塞
跡
は
、
大

島
海
峡
付
近
に
要
塞
の
遺
構

（
施
設
跡
）
が
集
中
的
に
残

存
し
、
要
塞
全
体
の
理
解
が

可
能
で
あ
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン

海
軍
軍
縮
会
議
や
太
平
洋
戦

争
の
開
始
な
ど
、
近
代
日
本

の
国
防
施
策
と
密
接
に
関
係

す
る
遺
跡
群
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
日
本
の
近
・
現
代
史
を

理
解
す
る
上
で
重
要
な
遺
跡

で
あ
る
と
の
評
価
を
受
け
ま

し
た
。

西古見砲台跡

安脚場砲台跡

手安弾薬本庫跡

・  

遺
跡
は
、
建
設
か
ら
80
年
以
上
経
過
し
て
お

　

り
、
崩
壊
の
危
険
が
ご
ざ
い
ま
す
。
長
く
保

　

存
す
る
た
め
に
も
、
施
設
に
触
れ
な
い
よ
う

　

に
し
て
く
だ
さ
い
。

・  

危
険
な
箇
所
が
多
く
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
安

　

全
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・  

民
有
地
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
公
園
以
外
は

　

立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・  

電
波
の
届
か
な
い
箇
所
も
多
数
ご
ざ
い
ま
す

　

の
で
、
単
独
見
学
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

西
古
見
砲
台
跡
は
瀬
戸
内
町
西
古

見
に
所
在
す
る
遺
跡
で
す
。

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
に
砲
台

建
設
が
開
始
さ
れ
、
１
９
４
０
（
昭

和
15
）
年
に
28
糎
せ
ん
ち

榴
り
ゅ
う

弾だ
ん

砲ほ
う

が
配

備
さ
れ
ま
し
た
。

大
島
海
峡
西
口
よ
り
侵
入
す
る
敵

艦
を
阻
止
す
る
た
め
、
砲
台
を
設

置
し
ま
し
た
。

観
測
所
は
公
園
化
さ
れ
て
お
り
、

観
測
用
窓
上
部
壁
に
は
、
海
峡
内

の
島
影
が
精せ
い

緻ち

に
描
か
れ
た
絵
図

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

安
脚
場
砲
台
跡
は
瀬
戸
内
町
渡

連
に
所
在
す
る
遺
跡
で
す
。

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
に
砲

台
建
設
が
開
始
さ
れ
、
陸
軍
撤

収
後
は
、
海
軍
に
よ
り
使
用
さ

れ
ま
し
た
。

大
島
海
峡
東
口
よ
り
侵
入
す
る

敵
艦
を
阻
止
す
る
た
め
、
管
制

機
雷
を
設
置
し
、
衛
所
で
聴
音
、

監
視
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

公
園
化
さ
れ
て
お
り
、
施
設
を

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
安
弾
薬
本
庫
跡
は
瀬
戸
内
町

手
安
に
所
在
す
る
遺
跡
で
す
。

１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
頃
よ

り
、
奄
美
大
島
要
塞
全
砲
台
用

の
弾
薬
庫
（
火
薬
庫
）
と
し
て

建
設
さ
れ
ま
し
た
。

弾
薬
庫
は
３
基
建
設
さ
れ
、
い

ず
れ
も
「
洞
窟
式
」
で
、
内
部

は
２
重
構
造
と
な
っ
て
い
ま

す
。

現
在
、
第
２
お
よ
び
第
３
弾
薬

庫
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
瀬
戸
内
町
内
の
近
代
遺
跡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
月
11
日
㈯
き
ゅ
ら
島
交
流
館
に
て

こ
れ
ま
で
の
調
査
報
告
な
ど
を
行
う
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
上
記
の
３
遺
跡
も
含
む

内
容
で
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
７
ペ
ー
ジ
の
お
知
ら
せ
欄
お
よ
び
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
瀬
戸
内
町
内
の
近
代
遺
跡
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

＆
マ
ッ
プ
（
春
頃
配
布
予
定
）

上
記
３
遺
跡
を
含
む
６
遺
跡
に
つ
い
て
、
詳
細

を
記
載
し
た
マ
ッ
プ
（
６
種
）
と
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
（
１
種
）
を
作
成
中
で
す
。
完
成
後
は
全
戸

に
お
届
け
予
定
で
す
。

遺
跡
の
概
要

奄
美
大
島
要
塞
跡
の
構
成
遺
跡

遺
跡
見
学
時
の
ご
注
意

お
知
ら
せ
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